
林業 3 団体による林野庁、地元選出国会議員への提案・要望活動 
 

 

（公社）岐阜県山林協会、岐阜県森林組合連合会、岐阜県木材協同組合連合会は、毎年夏と冬の２回、

林野庁及び県選出国会議員に対する「森林・林業・木材産業活性化推進に関する提案・要望活動」を行

っています。今年も、国要望として、２月３日（水）に、瀬上（公社）岐阜県山林協会副会長、正村岐

阜県森林組合連合会副会長、藤沢岐阜県木材協同組合連合会副会長の３名が、本郷林野庁長官、太田同

次長、前島林政部長、小坂森林整備部長等林野庁幹部と面談し、要望書を手渡し、岐阜県の森林・林業・

木材産業の現状を説明すると共に令和２年度予算に対する提案・要望を行いました。 

また、林野庁終了後に、国会議員会館を訪問し、県選出の国会議員の方々（全員不在のため秘書の方

へ）へも同様の要望活動を行い、令和２年度予算の確保と重点配分への協力を要請しました。 

 ＜林野庁幹部＞(敬称略) 

本郷長官、太田次長、前島林政部長、小坂森林整備部長、常葉経営課長、山根林業労働対策室長、小

島特用林産対策室長、眞城木材産業課長、長野木材利用課長、橘計画課長、長﨑屋整備課長、諏訪造

林間伐対策室長、大政治山課長、森谷研究指導課長 

＜提案・要望項目＞ 

I 令和２年度当初予算の確保及び本県への重点配分について 

１ 治山事業対策の着実な推進に必要な予算 

２ 人材の育成・確保の着実な推進に必要な予算 

３ 林業・木材産業の成長産業化に必要な予算 

４ 森林資源の循環利用及び森林吸収源対策のために必要な予算 

５ 林道事業の着実な推進に必要な予算 

６ 地域材を活用した新たな製品・工法等の研究・開発に関する予算 

Ⅱ 制度の運用等について 

１ 重要インフラを守る森林整備の推進 

２ 東京オリンピック・パラリンピックで醸成された木材利用の機運を活かした、国内外への販路拡 

大に対する支援 

３ 原木きのこを始めとする特用林産物の振興対策の強化  

４ 森林環境譲与税及び森林経営管理制度に関する対応 

５ 非住宅部門における木材の利用拡大に向けた品質確保体制等の強化 

６ 早生樹の導入に対する普及・支援の拡充・強化 

７ 効率的なサプライチェーンの構築支援助成事業及び森林認証材の需要拡大事業並びにＪＡＳ構

造材利用拡大事業の継続と拡大 

 

 

 

 

 

 

          

 

写真左から正村県森連副会長、本郷林野庁長官、瀬上山林協会副会長、藤沢県木連副会長 


